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レヴィ=ストロースの二つの不安

ｸﾛｰﾄﾞ･ﾚｳﾞｨ=ｽﾄﾛｰｽ
Claude Levi-Strauss
1908.11.28-2009.10.30
仏の社会人類学者・思想家

悲しき熱帯Ⅰ・Ⅱ
中公クラシック
2001.4

原著初版は1955

中公クラシック版のためのメッセージ

「悲しき熱帯」を書きながら、人類を脅かす二つ

の禍ー自らの根源を忘れてしまうこと、自らの増
殖で破滅することーを前にしての不安を表明・・

自らの根源を忘れてしまうこと
７００万年にわたる進化のなかで獲得してきた身体性、
文化・伝統・習慣を忘れてしまこと
エネルギー消費 火の使用5000kc→産業革命77,000kc
→現在(1970)230,000ｋｃ

移動速度 4kph→30kph（馬）→鉄道、自動車、航空機
情報 サイバーとリアル

自らの増殖で破滅すること
温室効果ガス
マイクロ／ナノ・プラスティックス

モビリティサービスも無縁ではありえない
歴史的課題
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人の生死・幸せとモビリティ

人の幸せ

生存
生命・衣食住

安寧なくらし
強靭な国土・空間

物流

生きがい
学・働・育・遊・交

社会的存在としての人間
支えるモビリティ

人に、産業に、地域にモビリティは必須
そして、モビリティを取り巻く状況は急速に変化
追い風 自動運転（CASE), MaaS, DX, スマート、・・・・
急ぐ理由 高齢化、地方の疲弊、輸送サービスの持続性に黄信号、・・・・
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ところが、モビリティの現在
• 剥奪されるモビリティ

• 衰退する公共交通、危ない道路、CO2削減、免許返納運動、・・・

• モビリティ産業の危機
• 自動車産業も危機(モビリティ産業への変身宣言）
• バスータクシー・トラック

• 夢がない産業群 ドライバー不足・投資不足
• モビリティ剥奪の原因でもあり結果

• モビリティを支えるインフラの現状
• 道路 低いサービスと機能

• 高速道路も、幹線道路も、生活道路も、駐車場もターミナルも
• 公共交通を支える制度・ビジネスモデル

• 結果的に、地域の存続にも赤信号
• 住めない・活躍できない

• モビリティ技術(車両・空間・制度･受容性・統合システム技術)の大変
革が必要

• それを実現できる・課題解決できる資源、力、智恵、エネルギーが日
本にはある。後押しする社会システム（受容性、ビジネス慣習、法規
制）の改変が不可欠。
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モビリティサービスを巡る目まぐるしい動き

２０１７年ころに作成したスライド

デジタルデータ
データ連携とＰＦ
アプリ

支える公政策
独禁法の例外規定
データ提供義務化

ところが批判はすぐに
ＩＴＳ世界大会での
「Show Me Money!!」

日本でも 未来投資戦略2018
次世代モビリティプロジェクトが重点領域に、ＭａａＳがフラッグシッププロジェクトに

スマートモビリティチャレンジ 2019～
ＭａａＳ等への支援事業
多数の都市・地域で実証実験－コンソを組んでの検討（自治体、交通事業者、ＩＴ系・・）
産業界も熱心に 自動車、通信、システム／ＩＴ、・・・
日本独自の取り組みも モビリティサービス Ｘ観光、健康・介護、沿線ブランディング、・・・

COVID19（コロナ） 2020～
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日本版ＭａａＳの特長 掛け算・相乗効果

府省の掛け算
未来投資会議(内閣官房）・経済産業省・国
土交通省の連携

多様な動き・サービス・担い手の掛け算
動きの速い新しい分野と伝統的分野の
連携・掛け算を意識

様々なプラットフォーム・コンソーシャムの成立と前進

経済産業省 IoTやAIが可能とする新しいモビリティサービスに関する研究会 資料より作成
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広がる取り組み

• スマートモビリティチャレンジ推進協議会
• MaaS支援事業推進の中で発足
• 国土交通省・経済産業省の連携・協働
• 会員数 ３２９ １１１自治体、１８８企業（交通、自動車、通信、保険金融、ＩＴ/システム、・・・）、その他

３０(大学、研究所、財団・・・）

• スマートシティ官民連携プラットフォーム
• スマートシティ支援事業推進の中で発足
• 内閣府・総務省・経済産業省・国土交通省が共同事務局
• 会員数 ８５６ １７５自治体、４５１企業・大学（建設、製造、商業飲食、不動産、運輸通信、電気ガス

水道、サービス、大学、研究機関・・・）、２３０オブザーバー

• カーボンニュートラル宣言都市 ４４４自治体
• ﾓﾋﾞﾘﾃｨも重要な政策領域

• 両者が連携・連動して、より良い地域・モビリティを追求
• スマートモビリティが中核的位置を占めるケースも多い
• ポテンシャルは相当に高い
• 国も連動性を高めている 自動運転→デジタル交通社会

• 広範な社会実装の時 今回のレポートの最大の目的
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だから、報告書のタイトル

地域の課題をモビリティサービスで解決しよう

目的手段勘違いに陥らない

提供できる価値 に着目
新技術だけではない
交通事業者は厳しい状況の中、
サービス・価値を提供し続けてきた
発展させてきた

豊富なモビリティ資源 の最大活用
組織・人材
つなぐデータ
チャレンジすれば課題解決先進国に

元気を出す
決してカラ元気ではない
多数の事例を記述
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公共交通＝Public Transport

• 日本 Publicはみんな
• Public Transport＝誰でも使える交通機関
• 公共交通の太宗は民間ビジネス

• 欧米 Publicは政府
• Public Transport＝政府が責任を持つ交通機関
• 北米 都市交通（バス・鉄道）は公営が中心
• 欧州 Public Service Obligation

• 「だから、日本の公共交通はだめだ」といわれるが、一方で民間の
知恵・努力が発揮されてもいる

• 厳しい経営環境だからこその生き残り。相当スリムに柔軟にアグレッシブに
• 多様なサービス展開を支援する制度改良

• モビリティ資源の最大活用の可能性追求 貨客混載と客貨混載、貸し切り制度
の改革、車両・人員の相互融通、経営の連携化（土器ン法改定によって一部可
能に）、公共調達（コミュニティバス請負、学校・病院バス請負、・・）

• でも基本的にはまだ、相互に柔軟に有効活用できず、インセンティブも働
かないたてつけ

• 民間の先進的な工夫・努力を後押しする制度・慣習の改善
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年間バス利用者数 自家用自動車登録台数

観光バス
規制緩和

産業再生機構

排気ガス
NOX・PM法

原油高騰

自家用車
登録台数

モータリゼーション発達によるバス離れ

少子高齢化による利用者減少
億人 千台

路線バス利用者数の推移と外部環境変化

交通バリア
フリー法

バブル
ショック

路線バス
規制緩和

需要6割減でも生存している。結果、Slim, Tough, Flexible, Aggressive,に
それがMaaS やDX によって花開こうとしている
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コロナの影響

本当に厳しい状況が続く中、
それだからこそ、
懸命の新しいチャレンジが
全国でなされている

MaaS
サービスの重ね合わせ
データ活用
新しいサービス

コロナ下での欧米の交通事業者・専門家との意見交換
当初： 手厚い公的支出もあって、それほどの危機意識なし
最近： 限界が近いという危機意識が鮮明に

「日本が進んでいる、見習おう」という声もよく聞く

わが国の先進例が世界モデルとなる可能性も
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MaaSのレベルでも

２０１９年ころに作成したスライド

予想的中を少し自慢したい

スマートシティとの協働・貢献
前橋、会津若松はレベル４

重ね合わせ
観光ＭａａＳ、生活ＭａａＳ（帯広）は
レベル３

多様な地域への広がり

日本型ＭaaＳ
新しいモビリティサービス
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まとめにかえて

最近必ず使うスライド

大きな歴史的世界的使命を自覚して
元気と勇気を出して、力強く前進する

ご清聴、ありがとうございました
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